
(1)1年次(令和2年度)の実践

オ　防災教育の実践　～寮務部～

・視覚生と聴覚生の生活する寄宿舎

・厨房があり、地震・火災や昼夜を

　問わない臨機応変な対応が求められる　

・アドバイザーより避難場所の検討助言

「被災状況を伝える」「避難方法を判断する」訓練の実施
「夜間」の避難訓練の実施



(1)1年次(令和2年度)の実践

カ　職員研修　

◇被災時の係でのシミュレーション
　　　　　　　→役割と内容の確認

◇アドバイザー（木宮先生）
　　防災講演会　→　一人一人が危機管理を行う

　　　　　　　　　　　　　　「ベストではなくベターを」



2)2年次(令和3年度)の実践

ア　地域との連携・理解推進
イ　保護者への啓発活動と共通理解に向けて
ウ　防災意識を高める避難訓練
エ　専門家に学ぶ・共に考える
　　　　　　　　　　～引き渡し訓練　現状と課題～
オ　防災教育の実践
カ　職員研修　



(2)2年次(令和3年度)の実践

ア　地域との連携・理解推進

◇学校評議員：本校の防災教育について共有

　　　　　　　　　発災時に表示する旗について

◇地域周辺住民向け：防災だよりを配布

　　



(2)2年次(令和3年度)の実践

ア　地域との連携・理解推進

◇西豊田学区防災連絡会議（12月）

　 近隣の学校の役割　

     →　西豊田小学校：拠点救護所

　　 →　豊田中学校　 ：体育館を避難所として開放

　　 →  本校　　　　　　：福祉避難所

　　



(2)2年次(令和3年度)の実践

イ　保護者への啓発・共通理解にむけて

◇福祉避難所についての説明会（４月）

　

　　静岡県中部地域局より説明　

　　本校防災教育取り組み報告

　

　　
　



(2)2年次(令和3年度)の実践

イ　保護者への啓発・共通理解にむけて

◇防災だよりの発行

　　　→　備蓄品の確認依頼

　　　　　　防災食紹介

　　　　　　地域防災情報

◇親子非常食体験

　　



(2)2年次(令和3年度)の実践

イ　保護者への啓発・共通理解にむけて

◇引き渡し訓練（総合防災訓練：１１月）

　 想定：南海トラフ地震

　 情報伝達方法:マチコミ
　待機及び引き渡し場所：

　　　　　　　　　　　　　寄宿舎

　　



(2)2年次(令和3年度)の実践

ウ　防災意識を高める避難訓練

◇校舎内避難の方法（全校）

　　学部独自の防災訓練（幼小学部）
　　　→　緊急地震速報

　　　→　友達とともに

　　

　　

各フロアごとに集合→代表が報告



(2)2年次(令和3年度)の実践

ウ　防災意識を高める避難訓練

◇シェイクアウト訓練

　　

　　

　年間を通して繰り返し取り組んだ
　合計７回

　　

緊急地震速報を聞き、
　　1秒でも早く各自の行動に移す。
「そのときにいる場所」での訓練



(2)2年次(令和3年度)の実践

エ　専門家に学ぶ　
　　　　　～引き渡し訓練から見えた検討課題～

◇防災講演会
　　「人とつながる防災教育」
　　・双方向のやりとりを通して、共に

　　　考え、指導助言を。

　　　

　　今までやっていたことに疑問を持つ！
　　少数意見に耳を傾ける。　
　　アイディアを出す。
　　

　　



(2)2年次(令和3年度)の実践

エ　専門家に学ぶ　
　　　　　～引き渡し訓練から見えた検討課題～

◇大分県の学校の防災訓練ビデオを見て・・・
・事前の準備や災害が起きた時の想定がされている
・対策本部と指示系統が確立されている

・管理職だけでなく、状況に合わせて自分が指示を出せるか

・自覚と責任を持って行動している

・引き渡しの際に保護者との写真は有効

・誰が生き残れるかわからないからこそ、誰もが指揮できるように

・時系列に沿った訓練。本校も整理したい。

・本校の訓練のやり方と違っていて不安になった。他校のやり方も参考に改善し　

　ていく必要がある　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等

　　



(2)2年次(令和3年度)の実践　　　　オ　防災教育の実践

　

　

　　



(2)2年次(令和3年度)の実践　　　　オ　防災教育の実践



(2)2年次(令和3年度)の実践

オ　防災教育の実践　～幼小学部～　

　

　　

寝袋を使った宿泊体験学習、
防災食等、実際に触れて体験。

「みんなの防災すごろく」
ゲームを通じて防災知識が育った



(2)2年次(令和3年度)の実践

オ　防災教育の実践　～幼小学部～　

　

　　

「地震・水害からそなえるまちづくり」
ぼうさい新聞の制作・アンケート結果を発表



(2)2年次(令和3年度)の実践

オ　防災教育の実践　～中学部～　

◇自分の不安を弁論大会のテーマに

　

　　

被災したらこわい！
自分の思いを伝える（避難所生活）

こわいを減らすために
　　　見えにくさをまわりに伝える



(2)2年次(令和3年度)の実践

オ　防災教育の実践　～中学部～　

　

　　

静盲まつりで発表

「なぜ？」から始まった、
　事前の準備の大切さに
　　　　　　　　　気付く学習



(2)2年次(令和3年度)の実践

オ　防災教育の実践　～小中学部4人～　

　

　
　ふじのくに
　　ジュニア防災士の取得

家族と話し合ったレポート



(2)2年次(令和3年度)の実践

オ　防災教育の実践　～高等部～　

　◇静岡県地震

　 　防災センター見学

　  　→　震度７体験　　

図上訓練、シミュレーションから
　　　　　　　まず自らの命を守る行動の模索


